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一方、対照区は、41.0 個/㎡と、試験区の1/4以下であった。サイズは、ほぼ大サイズ

のみであり、これより小さいサイズはほとんど確認されなかった。 

このことから、輪作を行っている漁場は、通常の操業を行う漁場に比べサルボウを安

定的に漁獲できることが示唆された。 

 

[課題・問題点] 

今回の結果は、単年の結果であるために、さらにデータの蓄積が必要である。 

 

[今後の対応] 

H28 年度も継続して調査を実施しサルボウ養殖業者で構成されるサルボウ協議会の今

後の活動の指標とする。 

 

 

[その他]  
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